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日 曜 12 月 行 事 予 定 
バス時刻 

１便 ２便 

１ 木 授業参観・学級懇談(4月，6月) 14:50 16:00 

２ 金 後期児童委員会 14:50 16:00 

３ 土    

４ 日    

５ 月 年末ありがとう強調週間～16 ※町作品展は本日午前中まで 14:50 16:00 

６ 火 全校朝会 標茶町学力サポート① お話会(４月) ＡＬＴ 14:50 16:00 

７ 水 通常日課 標茶町学力サポート② 14:50 16:00 

８ 木 特別日課 ともしび号 14:50  

９ 金 お話会(⑤月) 定時退勤日 14:50 16:00 

10 土    

11 日    

12 月 大掃除週間～22 14:50 16:00 

13 火 お話会(６月) ＡＬＴ  14:50 16:00 

14 水 特別日課 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 14:50  

15 木 特別日課 14:50  

16 金  14:50 16:00 

17 土    

18 日    

19 月  14:50 16:00 

20 火 ＡＬＴ 14:50 16:00 

21 水 特別日課 14:50  

22 木 放課後学習 14:50 16:00 

23 金 特別日課 2学期終業式 定時退勤日 14:50  

24 土 冬期休業～1/16   

25 日    

26 月    

27 火    

28 水    

29 木 学校閉庁日～1/3   

30 金 学校閉庁日   

31 土 学校閉庁日   

 

 

 

 

       令和４年１１月３０日発行  責任者 校長 髙橋知毅 

URL  http://town.shibecha.ed.jp/shibecha-e/htdocs 

cha.ed.jp/ 

標小がめざす子ども像 
○自ら学ぶ子（知） 

○人のために行動できる子（徳） 

○自他を尊重する子（徳） 

○心身の健康安全に向け挑戦する子（体） 

標
小
Ｈ
Ｐ
へ 

「会話力」を磨く 
校 長  髙 橋 知 毅 

 
■道内では、新型コロナウィルスの感染状況が急速に広がりを見せ、第 8 波とともにインフルエンザの流行が重なるのでは
と懸念しているところですが、子ども達は、そんな心配を感じさせないくらい毎日を一生懸命に過ごしています。登校時
にはできるだけ子供たちと挨拶をかわそうと開運橋付近まで歩くのですが、子供たちの側から元気な挨拶をしてくれるこ
とが増え、気持ちのよい 1 日をスタートさせることができています。 
今後も、これまでどおり、冷静に感染予防の徹底に努めてまいりますが、ご家庭においてもご理解とご協力をお願いいた
します。 

 
■さて、今日は、「会話力」のお話をしたいと思います 
私の子どもの頃の楽しみに、地域に訪れる行商の皆さん方との出会いがありました。とりわけ、待ち遠しかったのは薬売り
のおじさんです。その時にもらう風船や飴玉はもちろんですが、話題の多さや会話の面白さに引き込まれてしまいました。
特に、世間話をしながら薬袋の中身を確かめながら言う、この時の”挨拶言葉”がとても上手だったことを今でも覚えてい
ます。 

 
 薬が使われた時の挨拶はこうです。「まあまあ、お役に立つことができて本当によかった。ありがとうございました。また、
お役に立つように薬を入れておきますからね！」と言うのです。一方、薬があまり使わない時は、「薬もあまり使うこともな
く、皆さんお元気でおめでとうございます。新しい薬を詰め替えておきますね！」と言うのです。 
 
薬を使った時には、「お役に立ってよかった」とお礼をいい、使われない時には、「使われないでよかった」と健康を祝う、
この”挨拶心”は、相手意識に立った、聞き手がさわやかになる上手な言い方のモデルではないかと思います。 

   
■私たちは、人と人の間で生きる動物ですので、その関係を良好にするには、一定のモラルやルールとともに、相互の会話力
が必要です。 

 
作家の曾野綾子さんの『いい人をやめると楽になる』というエッセイに、こんな記述がありましたので紹介します。 

 
「日本の家庭では、会話に関する躾が少なすぎると思う。一般に、女の子はおしゃべりが多すぎ、男の子は会話に参加する
訓練がまったくおざなりになされている。それと言うのも、原因は父親にある。一家の父で、家庭内では身勝手な沈黙を守
っている人は、あっちこっちにいる。家では、しゃべりたくないから黙っているという夫達の行為は、妻には、死ぬほどの
退屈、子どもには不安定な感情を与えるものとして、もっと糾弾されてもいいと私は思っている。」というものです。 
 
私も含め、父親にとっては、なかなか手厳しい言い方ですが、極めて的を得た苦言ではないかと感じています。 

 
■人は誰しも、話し方とともに聞き方の上手な人に出会うと嬉しくなるものです。確かに、会話上手や教育相談の名手は、話
題の多さやカウンセリングの技法や知識よりも、表情や相づちしぐさが豊かです。 

 
この相づちが大切なのは、親と子ども、教師と子ども、上司と部下、仲間同士、友だち同士でも同じです。このことができ
ていれば、世間を騒がす事件やトラブルの多くは防げるのではないかと思ったりもします。また、「日本文化の○○を伝承し
よう！」とか、「今時の若者の○○を直そう！」などと仰々しく唱えるよりも、日常の会話や子ども達に投げかける”言葉し
ぐさ”を見直すことが私たち大人の責任であるように思えます。 

 
■子どもも大人も、男性も女性も、年齢に相応しい場に応じた会話力を磨くことが、一番の自分自身の魅力づくりになるので
はないかと自戒を含め考えているところです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/15(火) 標茶町児童生徒表彰 
 

 １５日（火）に「標茶町長児童生徒表彰」が行われました。これは町の条例に基 
づき小学校４年生から中学校３年生までの間に１人１回，全員が表彰されるもので 
す。感染症予防対策のため。表彰を受ける児童とそのご家族だけが体育館に集まり， 

他の児童については教室で配信された映像を観覧していました。 
 標茶小学校からは今年度４～６年生の児童計２２名が表彰されました。努力賞７ 
名，学芸賞５名，親切賞４名，体育賞３名，奉仕賞３名が受賞しました。表彰式に 

は佐藤町長様，青木教育長様が来校され，児童は佐藤町長様から賞状を受け取りま 
した。 
 受賞した皆さん，おめでとうございます。皆さんの「良い姿」を後輩たちは引き 

継いでくれます。 

11/21,22 小中交流ウィーク 
 

 １１月２１日(月)と２２日(火)の２日間「小中交流ウィーク」
と題し，２１日(月)は中学校の先生方が校区３小学校の６年生の
授業参観を行いました。また，２２日(火)は校区３小学校の先生

方が中学校の授業参観に行き，その後参観した授業ごとの交流も
行いました。 
 コロナ禍のため，昨年度は実施できませんでしたが，今年度再

開することができました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

(６年生の算数の学習を参観していました) 

学習の成果を発表 
 

 ２学期末が近づき，それぞれの学年で取り組んできた学習の成
果を発表する場面が多く見られます。学年により時期や内容は違

いますが，例えば２年生は町内のお店や公共施設に行きお店の人
や担当の方々にお話を聞いたり実際の仕事を体験させていただい
たりしました。そこで感じたこと等をまとめ，お世話になった方

をお招きして学んだことを発表しました。 
 この「発表する」と言うことはとても難しいことだと思います。
「相手」を意識し，「要点」をまとめ，さらに，「自分の思い」も

しっかりと伝えなければいけません。お客さんを招いて発表する
と言うことは中途半端にはできないことです。 
 様々な教育活動の場面において，１年生のうちから，はじめは

隣の席の友だちに，次にグループの友だち，学級の友だち・・・，
と言う具合にどんどんと伝える対象を広げていきます。学習発表
会では「保護者(家族)の皆様」に伝える，を子ども達は意識して

いました。日頃の積み重ねが大きな成果を生みます。「失敗した」
と思うこともあるかもしれませんが，次の「成功」のための重要
なステップであると思います。 

11/25(金) ６年生中学校体験入学 
 

 ６年生が「中学校体験入学」に行ってきました。はじめに中学校の生徒会の皆
さんから中学校生活にについての説明を聞きました。この場面では，緊張した面

持ちの小学生を中学校生徒会役員の皆さんが少しでも緊張が和らぐようにと，い
ろいろな趣向を凝らし説明をしてくださいました。その後，休憩を挟んで体験学
習を行いました。体験学習は希望した教科等のグループに分かれて行いました。 

 卒業まであと約４か月。新しいステージへの扉をほんの少しだけ開け，その先
に待っている未来に期待を大きく膨らませることができました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開始直線の様子です） 

11/24(木) 標茶小学校公開研究会 
 

 ２４日(木)に公開研究会が行われました。来賓，助言者として釧路教育局教育
支援課長様，釧路教育局主任指導主事様，標茶町教育長様，標茶町教育委員会指
導室長様が来校され，本校の取り組んできたより良い授業づくり，児童の課題解

決に向けた取組や今後の方向性についてご助言，ご示唆をいただきました。また，
町内からの参加者も交えて，公開された２年生の授業について，意見交流を行い
ました。 

 皆様から頂いた貴重なご助言やご意見を本校のこれからの授業づくりに役立て
ていかなければなりません。また，それを継続することが本校児童の学力向上に
直結していくことになります。 

 この授業で一番がんばっていたのは２年生の子ども達であったでしょう。２年
生の皆さんにも大きな拍手を送ります。 

ありがとうございました 
 

 標茶町商工会女性部様（部長 三枝由美子 様）から「新
型コロナウィルス対策に役立ててほしい」と「消毒用タオル」
を寄贈していただきました。 

 大切に活用させていただきます。ありがとうございました。
また，ご紹介が遅くなりましたことをお詫び致します。 

お願い 
 

①学校玄関の解錠時刻は 8:00です。それぞれのご家庭の都合
もあるかと思いますが，解錠時刻にあわせて登校するようご
理解いただきたいと思います。 

②児童の送迎について，国道や給食調理場敷地内での乗降は
事故防止の点からもお控えください。 
③季節にあった服装での登下校をお願いします。健康維持の

面からもよろしくお願いします。 
④今年度２回目の「学校評価アンケート」を１２月２日(金)
に安心安全メールで送信致します。ご協力をお願い致します。

複数登録されている場合は１家庭１回答でお願い致します。 

11/13(日) 釧Ｐ連研究大会 
 

 １３日(日)にオンライン開催となりました釧Ｐ連研究大会
へのご参加ありがとうございました。本校音楽室を会場に浜
中町とオンラインでつなぎ，およそ３時間の研修会となりま

した。講演会では，中谷通恵様(ＮＰＯ法人お助けネット代表)
が「ネット・ゲーム依存から子どもを守る～予防のために大
人ができること・すべきこと～」と題してご講演くださいま

した。ネットやゲームとの上手な関わり方について，家庭や
地域，学校の大人の役割についてご示唆いただきました。 
 日曜日にもかかわらずご参加いただいた皆様，大変ありが

とうございました。 

インフルエンザ予防 
 

 令和２年１月頃から「感染症」と 
言えば「新型コロナウィルス」とい 

う状況になっています。本道及び釧 
路管内においても１１月頃から感染 
者が急増し，学級閉鎖や学校閉鎖を 

しているという報道もされています。 
本校でも，４月に学校閉鎖を行いました。 
 しかし，すっかり息を潜めていた「インフルエンザ」が今

年は流行するのではないか，と言われています。 
コロナ以前から， 
「人混みはできるだけ避ける」 

「外から帰ったらうがいと手洗いをしっかりする」 
「症状が見られたら無理をしない」 

と言われていました。新型コロナウィルス対策とあわせて予
防対策をしかかり行っていきたいものです。 


